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1 背景

世の中にはユーザのニーズに応えることが

できていないシステムが存在する.その原因

の一つに開発者が考えるユーザのイメージと

ユーザの実態の乖離がある. この乖離を解消

するためには，対象ユーザから直接学び，ユー

ザの実態を把握しなければならない. そこで，

フィールド調査でユーザが実際に利用する現

場に焦点を当て，調査を通じて課題を発見し，

情報技術を用いて現場に即した解決策を提供

することを目的とする「使ってもらって学ぶ

フィールド指向システムデザイン」プロジェ

クトを開始した. 本年度は，はじめて未来大

学に訪れた人が学内で迷わないようにするた

めに道案内をするシステム「FINDS」，児童・

保護者・教員を繋ぐ小学生向け生活記録シス

テム「コトリ」，防災意識を持ちにくい層に

向けて，行動のはじめの一歩を提案する「1

分でできる防災診断」の開発を行なった.

2 課題の設定と到達目標

2.1 学内案内チーム

未来大学には既存のマップが見つけづらい・

使いづらいといった課題があり，在校生であっ

ても移動時に現在地や目的地がわからず不便

を感じることがある. 本グループはこの学内

案内に関する課題解決に取り組むことにした.

この課題は未来大学での移動に慣れていない

学外からの来訪者にとって特に大きいもので

ある. そのため，本グループは未来大学への

来訪者をターゲットとして学内の目的地まで

スムーズに案内するためのシステムを最終的

な目標成果物と定めて活動した.

2.2 教育チーム

文献調査により，函館市の小学生は家庭で

の学習習慣が未定着であることや，朝食がと

れていないなどの生活習慣に課題があること

がわかった. また，函館市桔梗小学校へフィー

ルド調査を行ったところ，学校での取り組み

1



プロジェクト報告書/Project Report 提出日 (date) 2026/01/21

としてスプレッドシートをもちいた生活記録

を行っていた. しかし，これには児童が楽し

める要素がないことや保護者の不便さが課題

としてあがっていた. 以上より，本グループ

では，児童を対象とした生活記録システムの

開発を行う方針に決定した．

2.3 防災チーム

本グループは，函館は地域の自然災害が少

ないため，大きな災害への防災意識が低いと

いう課題を発見した. 次に防災意識を高める

手法を探るために，防災の取り組み事例の調

査と，函館市で防災活動を行っている方への

ヒアリングを実施した. その結果，防災は自

助・共助・公助の三本柱で成り立っているこ

とを改めて学んだ. また防災意識の向上のた

めには，普段から防災について話をするよう

な環境が必要であることがわかった. よって，

本グループでは，自助・共助の支援に焦点を

当て，函館市民が防災について話をするきっ

かけ作りとなるサービスの実装を目指すこと

とした.

3 課題解決プロセスとその結果

3.1 学内案内チーム

未来大学に既存のマップや案内は来訪者に

とって使いづらく，現在地・目的地を把握し

づらいため，未来大学に慣れていない来訪者

が目的地までたどりつくことができないとい

う課題があることを発見した. 既存の経路

案内システム [2][3] を調べた結果, デジタル

サイネージを用いたシステムとすることが最

も効果的であると判断したため、デジタルサ

イネージ上で動くアプリを開発することにし

た. 最終的には上記の課題を解決するために，

学内の施設までの経路を表示するデジタルサ

イネージ向けのデジタルマップアプリを開発

した. アプリはユーザフレンドリーな UIや

二次元コードを利用したスマホとの連携など

ユーザにとって使いやすくなるように工夫を

凝らした. アプリはユーザにとって使いやす

いことを保証するために，開発中にこまめな

フィードバックを受けて改善をしながら開発

を進めた. フィードバックは未来大学の先生

やTA，外部講師から受けて異なる視点から意

見を集めることで特定の人のみではなく，誰

にとっても使いやすいようなアプリとなるよ

うにした. 最終的に当初予定していたアプリ

の機能要件は開発を終了させることができた.

成果発表ではアプリに対して来訪者にとって

いいツールだと思う，在学者にとってもいい

サービスだと思うなどの高評価を得ることが

できた.

3.2 教育チーム

まず，ユーザストーリマップを作成した．

ユーザが本アプリを利用する際の一連の流れ

を理解するためである．同時に開発期間が限

られているため，MVPも決定した．次にプ

ロトタイプを作成した．作成したプロトタイ

プを桔梗小学校にお見せし，フィードバック

をいただいた．フィードバックをもとにメン
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バ同士で話し合い，改善策を考えた．画面構

成の変更や新たな機能の追加などを行うこと

でより良いものとなった．プロトタイプが完

成した後は開発を行った．開発では，進捗報

告を定期的に行った．そうすることで，タス

クの割り振りをうまく行うことができた．こ

れらの結果，本グループでは，児童・保護者・

教員をつなぐ生活記録アプリ「コトリ」を考

案・開発した．

3.3 防災チーム

実装にあたり，市民が防災を話題にする前

段階として，まずは個人の意識向上が不可欠

であるという課題を見出した. そこで，防災

初心者を対象に対策の「はじめの一歩」を提

案することを決め，夏休み期間中にアジャイ

ル形式で開発担当とデザイン担当に分かれ，

連携を図りながら開発を進めた. 概ね完成し

た段階で，教員や TA，教育班へのデモを実

施し，客観的なフィードバックを得ることで，

診断から具体的行動を導き出すアプリの完成

度を高めた. 函館市の防災イベントでの評価

（n=56）では，アプリと冊子の併用体験に対

し，96.5%（54名）から肯定的回答を得た. こ

れは「何から始めればよいか不明」という初

心者の課題に対し，簡潔な行動提示が有効だっ

たことを示している. 今後は，提示した一歩

を長期的な行動継続へ繋げる仕組み作りが課

題である.

4 総括

4.1 学内案内チーム

学内案内グループは，未来大学にある現在

地・目的地が把握しづらいという課題に対し

て，来訪者にターゲットを絞って学内移動を

支援するアプリを開発した. 開発したアプリ

は成果発表会などのフィードバックをとおし

て改善点に関する意見を多くいただいたが，

同時に多くの人にいいアプリだと評価しても

らうことができた. そのため，当初の目的と

なるシステムは十分作成できたのではないか

と思う. 今後の活動としては，重要度が低い

ものの開発できていない機能やフィードバッ

クで判明した改善点でまだ改善できていない

ものについて，開発に着手することが考えら

れる. 最後に，本グループでの活動をとおし

て課題発見から解決まで１つのプロジェクト

を進めることで，１つの目的をチームで協力

しながら達成するための手法を身に着けるこ

とができた. このグループ活動で学んだこと

を今後社会人として働く際に役立てていこう

と思う.

4.2 教育チーム

私たちは桔梗小学校でフィールド調査を行

い，現在使用されているスプレッドシートに

課題があることを明らかにした. 児童の継続

利用しづらさと保護者入力の不便さに注目し，

児童・保護者・教員をつなぐ生活記録システ

ム「コトリ」を開発し，情報共有を円滑化す

ることを目指した. 教員からのフィードバッ
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クなどで得た意見を反映し，児童が楽しめる

記録機能を実現した. しかし，未実装要素や

運用面の課題が残る. 今後も児童による実際

の利用を想定した改善を進めたい. また，こ

れらの活動を通してタスク可視化・優先順位

付けの重要性を実感した.

4.3 防災チーム

本プロジェクトでは，災害が少ない函館特

有の「防災意識の低さ」を解決すべき課題と

捉え，自助・共助を促す対話のきっかけ作り

を目指した. 調査の結果，対話の前段階とし

て個人の意識向上が不可欠であると判断し，

初心者が「最初の一歩」を踏み出せる診断ア

プリを実装した. 実証実験では 96.5%の肯定

的評価を得られ，ハードルの高い防災対策を

簡潔な行動に落とし込んだ提示手法が，初心

者の動機付けに有効であると考察する. 今後

は，この一時的な関心を長期的な行動継続や

コミュニティ内での共有へと発展させる仕組

みが必要である. 本活動を通じ，地域の潜在

的な課題を技術で補完し，社会実装に向けた

フィードバックを得るプロセスの重要性を学

んだ.
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